























考えられる。一方、 0価の触媒である Pd(PPh3)4や、 2儲触媒でも Pd(OAc) 2, PdCl2 (PPh3) 2錯体
では、全く反応は進行しなかった。ε山 10 mol% Pd cat. 8.? EしMeOH (3 eq.} THF, 0 °C to r.t. HP 
1 
2a 2b 
Table 1 Pd catalyzed関 S悶 decyclization of the ketone 1 
Entry Catalyst Time Yield of 2a and 2b Ratio 
(h} （%｝ (2a :2b} 
Pd(PPh3)4 24 。
2 PdCl2(PPh3)i 24 。
3 PdCl2(CH3CN}2 3 79 98:2 
4 PdCl2(PhCN)i 3 80 98:2 
5 PdCl2 168 77 98:2 













正：：担亡し乱+ other two di as除問。mers 
Table2 Pd伺凶yzed伺 S錨 decycl岡 tionof the ke旬ne3
εntry Catalyst THF Time Yield of 4a Ratio 
(mUmmol) (h) （%） : others) 
PdCl2 10 72 49 92・8
2 PdCl2(CH3CNn 10 5 58 91 9 
3 PdCl2(PhCN)2 10 5 58 91 9 
4 PdCl2(PhCNn 20 50 52 91 9 















Table 3 Pd catalyzed cascade eye！はationof the k紋ones
Entry Substrate Pd cat. THF additive τ1me Yield of 6 
(mol%) (mUmmol) (h) ｛%｝ 
Sa 10 100 MeOH 120 <1 
2 Sa 20 100 MeOH 48 2 
3 Sb 10 10 24 16 
4 Sb 30 10 5 19 
5 Sb 30 100 6 21 
2) Spirofungin Aの立体選択的合成訴究
Spirofunginは、 1998年に Streptomycesviolaceusniger TU 4113から単離されたポリケ
チドの一種であり、種々の抗菌活性を有する 2）。我々はまず、 Scheme1に示すように
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次に、 8の環化反応を行った。基質に対し 10mol%のPdC12(PhCN) 2触媒および3eqのメタノ
ルーを用い、 THF溶媒中、窓温で、行ったところ、収率66覧でスピロケター ノレ7および12がジ











DDQにより MPM保護を除去し、得られたアルコールを TBSClにより TBS保護して保護体




1) DDQ, HzO, 
CH2Cl2 (90%) 


















高分解能NMR装置 (1H, 13C NMRスベクトル測定）
利用内容：合成した有機分子の構造決定
利用頻度： 5~10 件／日
二重収束質量分析計（EI, FAB Mass 測定）
利用内容：合成した有機分子の分子量測定
利用頻度： 5~10 件／月
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